
（別紙１）

【講義テーマ・内容等】

Ⅰ　学校図書館基礎 総時間数 ５時間

テーマ 分数 形式

1 学校図書館の理念と教育的意義 60 講義

2 教育行政と学校図書館 60 講義

3 学校図書館の経営 60 講義

4 学校図書館の活動 60 講義

5
学校教育の意義と目標
学習指導要領等

30 講義

6 現代の学校と地域課題 30 講義

Ⅱ　図書館情報基礎 総時間数 6.5時間

形式

1 情報技術と図書館サービス 90 講義・実演

2
学校図書館メディアの類型と管理、
提供

60 講義

3
学校図書館の著作権とデジタル資料
の活用（仮）

60 講義

4
資料の分類①分類のための知識と方
法

90 講義

5 資料の分類②分類と配架 90 講義・演習

Ⅲ　学校図書館の環境整備 総時間数 ６時間

テーマ 分数 形式

1
思春期の児童生徒の心身の発達
「思春期になるとなぜ問題を起こせ
るのか？」

90 講義

2 子どもの本の理解、評価 60 講義

3 学校図書館の施設・設備 60 講義

4 展示・掲示・広報 75
講義・

事例紹介

5 除架・除籍 75 講義

・学校図書館の情報資源（メディア）の種類
・コレクション構築の在り方
・情報資源の提供

・著作権の基礎
・学校現場での著作権
・学校図書館の実務と著作権
・生成AIと著作権
※「出張講座JASRACラーニングスクエア」の一環として実施

オンデマンド

オンデマンド

ねらい：児童生徒の発達段階を理解し、学校図書館の環境を整え、適切に資料・情報を提供できる能力の向上を図る。

・図書館における情報技術活用の現状
・図書館業務システムのしくみ
・データベース、検索エンジンのしくみ

オンデマンド

・書誌データ
・主題分析と分類法の基礎（NDC)

・分類法（NDC）と請求記号、別置

・学校教育の意義と目標、教育行政
・公教育の歴史、関係法規
・学習指導要領と教育課程
・教材としての教科書
・学習形態の諸類型
・学校図書館の利活用

オンデマンド

オンデマンド

Zoom

・不登校、いじめ、子どもの貧困
・社会教育・家庭教育
・教員以外の専門職や地域との協働（チーム学校）
・「学校」において学校図書館が果たす役割

オンデマンド

ねらい：図書館業務に必要な基礎的な情報技術の知識や、資料の組織化に関する技術を習得し、学校図書館担当職員として必要な
　　　　資質能力の向上を図る。

主　な　内　容 方法

Zoom

Zoom

主　な　内　容 方法

・学齢期における子どもの発達段階の特徴
・学習過程の心理
・居場所としての学校図書館

Zoom

・子どもの本を評価する指標
・ブックリストや書評の作成

・学校図書館の環境の在り方
・環境の整備・充実
・学校図書館への興味関心を高める導線・仕掛けづくり

オンデマンド
・展示・掲示
・学校図書館だより等による情報発信
・HPの活用、学校行事等との連携

・除架・除籍
・読書マナー

オンデマンド

・学校図書館の関係法規
・学校図書館の歴史と現状
・学校図書館の国内外の動向

オンデマンド

・学校経営における学校図書館
・司書教諭と学校司書等の職務・役割分担と協働
・学校図書館の評価と改善

オンデマンド

・読書活動の意義と推進
・学校図書館活動の内容と方法

オンデマンド

・学校教育における学校図書館の理念と意義
・学校図書館の機能と役割
・学校図書館ガイドライン

オンデマンド

令和８年度学校図書館担当職員講習概要

　ねらい： 学校図書館の教育的意義や学校司書の職務などの基本的事項について理解を深めるとともに、学校教育の基本的事項について
　　　　　 理解を図る。

主　な　内　容 方法



【講義テーマ・内容等】

Ⅳ　児童生徒と読書 総時間数 ５時間

テーマ 時間数 形式

1
読書の意義と目的
「子どもの読書活動」の推進

60 講義

2 公共図書館との連携 60 講義

3 児童生徒と本をつなぐ方法① 60 講義

4 児童生徒と本をつなぐ方法② 60 講義・実演

5 特別支援教育の現状と課題 60 講義

Ⅴ　学校図書館サービスと学習支援 総時間数 5.5時間

テーマ 時間数 形式

1 ガイダンス、レファレンス 120 講義

2
図書館メディアの選択、学校図書館
メディア活用能力の育成支援

60 講義

3
児童生徒への読書支援・学習支援、
教職員への支援

60
講義・

事例紹介

4 授業支援の実践事例 90 講義

※　特別講座

テーマ 時間数 型式

1 課題別講習「読書バリアフリー」 90 講義

2 課題別講習「入門講座」 40 講義

修了認定外

内　容

多様な子どもたちが自分らしく過ごせる読書環境づくり

まずはこれだけ！学校図書館へようこそ

方法

オンデマンド

オンデマンド

オンデマンド

オンデマンド

・図書リスト、読書相談
・情報サービスの提供による教材準備に関する支援や探究的な
　学習の支援
・授業の事例と学校司書の役割
※主に網走市の中学校での実践を紹介
※「いかに図書館に人を引き込むか」を中心に解説

・みちしるべ（パスファインダー）
・授業計画案、学習指導案作成の支援

ねらい：学校図書館が学習センターとしての機能を果たし、児童生徒の学習支援を行う際に必要な知識について学び、教育課程の展開に
　　　　寄与する学校図書館の担当職員として必要な資質能力の向上を図る。

主　な　内　容 方法

・利用案内、資料・情報の提供
・レファレンスコレクションの整備

Zoom

・利用目的に応じた様々な情報源
・発達段階や個に応じた図書館メディアの選択
・情報活用能力の育成支援
・メディア活用能力の育成支援

Zoom

・読み聞かせ、ビブリオバトル オンデマンド

・ブックトーク オンデマンド

・発達障害の理解と支援
・学習障害、発達性ディスレクシアについて

オンデマンド

・地域とつながる様々な読書活動 オンデマンド

ねらい：学校図書館が読書センターとしての役割を果たし、児童生徒の読書指導を行う際の方法等について学び、児童生徒と本をつなぐ
　　　　技能の向上を図る。また、特別な教育的ニーズを必要とする児童生徒への理解も深める。

主　な　内　容 方法

・読書の意義と目的
・読書と心の教育、読書習慣の形成
・児童生徒の読書（学校図書館）の現状
・家庭・地域との連携

オンデマンド


